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概 況

７日の九州は、昼前

まで雨の降る所がある

が、午後は回復する。

最高気温は 度。

海上は東シナ海側で波

が高い。

美
し
い
自
然
景
観

を
列
島
各
地
に
持

つ
日
本
に
は
二
十

九
の
国
立
公
園
が

あ
る
。
そ
の
う
ち

五
つ
が
九
州
・
沖
縄
だ
。
北

か
ら
順
に
西
海
、
阿
蘇
く
じ

ゅ
う
、
雲
仙
天
草
、
霧
島
屋

久
と
き
て
、
も
う
ひ
と
つ
は

…
▼
西
表

い
り
お
も
て

石
垣
。
昨
年
夏
、

そ
れ
ま
で
の
西
表
国
立
公
園

に
石
垣
が
加
え
ら
れ
た
。
石

垣
島
の
白
保
海
域
な
ど
に
広

が
る
ア
オ
サ
ン
ゴ
の
大
群
落

は
北
半
球
で
最
大
規
模
と
い

わ
れ
る
。
な
の
に
そ
の
一
部

を
埋
め
立
て
て
新
石
垣
空
港

を
建
設
す
る
計
画
が
一
時
浮

上
し
た
▼
計
画
と
は
別
に
、

昨
年
夏
に
は
「
石
垣
の
サ
ン

ゴ
礁
が
危
な
い
」
と
い
う
調

査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
白

化
現
象
が
進
行
中
。
サ
ン
ゴ

の
体
の
中
で
共
生
す
る
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
外
に
出
て

栄
養
が
取
れ
な
く
な
り
、
弱

っ
て
白
く
透
け
て
見
え
る
現

象
だ
▼
水
温
が
上
が
り
す
ぎ

る
と
そ
う
な
る
。
石
垣
の
海

域
だ
け
で
は
な
い
。
白
化
現

象
に
よ
る
危
機
は
世
界
各
地

で
報
告
さ
れ
て
き
た
。
地
球

温
暖
化
が
お
も
な
原
因
ら
し

い
。
世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
二

割
が
「
回
復
不
能
」
で
、
さ

ら
に
二
割
強
が
「
危
険
」
な

状
態
と
聞
く
▼
環
境
省
が
運

営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国

際
サ
ン
ゴ
礁
年
」
が
危
機
を

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ

る
。
サ
ン
ゴ
が
動
物
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思
う
。

ア
ニ
メ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
か

ら
子
ど
も
た
ち
も
「
サ
ン
ゴ

礁
の
痛
み
」
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
▼
「
国
際
サ
ン
ゴ

礁
年
」
の
二
〇
〇
八
年
は
、

海
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
に
つ
い
て
学
ん
で

き
た
学
校
の
教
材
に
、
こ
と

し
は
サ
ン
ゴ
礁
が
加
わ
る
だ

ろ
う
。
新
学
期
が
始
ま
る
。

九州国立博物館が購入した、高見乾司さん収集の仮面

宮
崎
の
美
術
館
長
収
集

谷
≠＜＞≦≧

㌔級
∞∴♂♀°

準
Ｖ

五
輪
切
符

井
上
£％＃

㌔
超
級
＆＊＠

優
勝
代
表
に
望
み

選抜体重別柔道

授
業
妨
害
を
繰
り
返
し
た
生
徒
が
逮
捕
さ
れ
た
福
岡

県
田
川
郡
の
町
立
中
学
校
の
事
件
は
、
か
つ
て
各
地
で

問
題
と
な
っ
た
「
荒
れ
る
学
校
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
う
し
た
「
指
導
困
難
校
」
は

今
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
。
現
状
と
、
正
常
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
教
育
の
最
前
線
か
ら
報
告
す
る
。
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荒
れ
る
学
校

い
ま
も

現
場
に
必
要
な

開
く

姿
勢

福岡発

福
岡
県
北
部
の
あ
る
中
学

校
の
教
室
に
は
、
こ
の
一
年

間
、
常
に
複
数
の
教
師
の
姿

が
あ
っ
た
。
生
徒
の
エ
ス
ケ

ー
プ
（
抜
け
だ
し
）
や
授
業

妨
害
に
備
え
、
廊
下
で
も
数

人
の
教
師
が
目
を
光
ら
せ
て

い
た
。
数
年
前
か
ら
こ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
り
、
教
師
は

席
を
温
め
る
間
も
な
い
。

「
こ
れ
で
も
三
十
年
前
と

比
べ
る
と

ま
し

当
時

勤

め
て
い
た
学
校
で
は
、
い
つ

暴
力
を
振
る
わ
れ
る
か
分
か

ら
な
い
状
況
で
し
た
か
ら
」。

取
材
に
応
じ
た
校
長
が
説
明

を
始
め
た

だ
が

教
師
と
生

徒
が
も
み
合
い
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
い
い
、
話
の
端
々

に
疲
労
の
色
が
に
じ
ん
だ
。

目
下
、
最
大
の
懸
案
は
校

区
内
の
二
小
学
校
か
ら
の
入

学
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
こ
と
だ
。
小
学
校

へ
の
出
前
授
業
や
奉
仕
活
動

な
ど
で
荒
れ
る
学
校
の
イ
メ

ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
努
め
て
い

る
が
、
二
〇
〇
八
年
度
も
お

よ
そ
半
数
が
周
辺
の
中
学
や

私
立
中
に
「
流
出
」
し
た
。

□

□

問
題
は
、
こ
の
中
学
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
三
月
の
深
夜
、

福
岡
市
内
の

二
十
四
時
間

営
業
の

ス
ー
パ
ー
に
十
人

ほ
ど
の
中
学
生
が

た
む
ろ

し
て
い
た
。
彼
ら
が
通
う
中

学
に
は
昨
年
度
、
連
日
の
よ

う
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
校

内
で
も
騒
動
が
絶
え
な
か
っ

た
。こ

れ
に
加
え
て
、
教
師
を

悩
ま
せ
た
の
が
「
お
と
な
し

い
生
徒
が
突
然
、
感
情
を
爆

発
さ
せ
る
」
（
教
頭
）
こ
と

だ
っ
た
。
あ
る
男
子
生
徒
は

い
き
な
り
級
友
に
殴
り
か
か

り
、
女
子
生
徒
の
一
人
は
教

師
の
言
葉
に
怒
り
、
収
拾
が

つ
か
な
く
な
っ
た
。

校
内
暴
力
が
激
し
か
っ
た

の
は
少
年
の
刑
法
犯
検
挙
数

の
ピ
ー
ク
と
重
な
る
一
九
八

〇
年
代
。
各
教
委
は
生
徒
指

導
に
専
念
す
る
教
師
を
加
配

し
、
力
ず
く
で
問
題
の
封
じ

込
め
に
か
か
っ
た
。
教
職
経

験
を
も
つ
教
育
評
論
家
の
尾

木
直
樹
氏
は
「
当
時
の
校
内

暴
力
は
集
団
行
動
に
特
徴
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
管
理
が

強
化
さ
れ
る
と
い
じ
め
や
不

登
校
が
増
え
、
最
近
は
突
然

キ
レ
て
単
独
で
問
題
を
起
こ

す
事
例
が
目
立
つ
」と
指
摘
。

事
態
は
複
雑
化
し
て
い
る
と

の
認
識
を
示
す
。

□

□

三
月
二
十
四
日
、
校
庭
の

桜
が
開
花
を
待
つ
ば
か
り
に

な
っ
て
い
た
福
岡
市
東
区
の

松
崎
中
で
、
〇
七
年
度
の
修

了
式
が
あ
っ
た
。
式
で
は
、

荒
れ
る
学
校
を
立
て
直
し
た

荒
木
敏
男
校
長
六
〇
が
田
川

の
事
件
に
触
れ
て
、
「
人
ご

と
で
は
な
い
。
油
断
し
な
い

よ
う
に
」
と
訴
え
た
。

教
頭
と
し
て
着
任
し
た
八

年
前
、
生
徒
た
ち
の
服
装
は

乱
れ
、
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
が

し
ば
し
ば
割
ら
れ
た
。
「
本

気
で
立
て
直
そ
う
」
。
限
界

を
感
じ
て
い
た
教
師
を
鼓

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
皆
で

生
徒
と
向
き
合
っ
た
。
毎
月

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
で
保
護
者
に

実
態
を
隠
さ
ず
に
報
告
し
、

小
学
校
と
も
連
携
。
地
域
と

の
き
ず
な
が
生
ま
れ
た
時
、

正
常
化
に
向
け
た
道
筋
が
見

え
た
。

現
在
、
福
岡
市
教
委
は
市

立
中
の
約
四
割
の
二
十
六
校

に
生
活
指
導
の
専
任
教
師
を

置
く
。
だ
が
、
問
題
を
内
々

に
処
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
袋

小
路
に
入
り
か
ね
な
い
。

「
学
校
で
何
か
起
き
て
も

地
域
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

動
い
て
く
れ
る
。
（
そ
の
態

勢
を
つ
く
る
た
め
）
不
断
に

学
校
を
開
く
姿
勢
が
大
事
で

す
」
。
三
月
末
に
定
年
を
迎

え
た
松
崎
中
の
荒
木
前
校
長

は
、自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、

そ
う
助
言
し
て
い
る
。

（
社
会
部
・
吉
村
真
一
）

今年１月、窓ガラスが割られた福岡県内の

中学校。トラブルを抱える学校は今も少な

くないという（文中とは関係ありません）

高
見
さ
ん
は
大
分
県
の
旧

湯
布
院
町
（
由
布
市
）
で
民

芸
店
を
経
営
し
て
い
た
約
三

十
年
前
に
収
集
を
始
め
、
一

九
八
六
年
同
町
に
開
設
し
た

「
由
布
院
空
想
の
森
美
術
館
」

で
二
〇
〇
一
年
ま
で
展
示
。

西
都
市
に
移
り
住
み
、
自
宅

に
開
設
し
た
「
九
州
民
俗
仮

面
美
術
館
」
で
〇
六
年
か
ら

展
示
を
再
開
し
て
い
た
。

収
集
し
た
仮
面
は
約
三
百

点
に
及
ん
だ
が
、
経
済
的
事

情
で
所
有
権
を
失
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
高
見
さ
ん
は

「
せ
っ
か
く
集
め
た
仮
面
を

散
逸
さ
せ
ず
、
文
化
的
価
値

を
広
く
知
ら
せ
た
い
」
と
、

九
州
国
立
博
物
館
に
仮
面
の

資
料
を
送
る
な
ど
し
て
収
蔵

を
働
き
か
け
て
い
た
。

同
博
物
館
は
調
査
の
上

で
、
鎌
倉
時
代
の
「
弘
安
二

年
」
の
銘
が
刻
ま
れ
た

翁
お
き
な

面め
ん

（
宮
崎
）
や
南
方
系
文
化

の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
る
渦

を
巻
い
た
眉ま

ゆ

が
特
徴
的
な
神

楽
面
（
宮
崎
・
鹿
児
島
）
、

誇
張
さ
れ
た
目
や
鼻
、
口
が

印
象
的
な
赤
い
神
楽
面
（
鹿

児
島
）
、
頭
頂
部
に
鬼
が
飾

ら
れ
た

楽
面
（
福
岡
）
な

ど
九
十
点
を
収
蔵
す
る
こ
と

を
決
め
、
今
年
二
月
、
所
有

者
か
ら
購
入
を
済
ま
せ
た
。

同
博
物
館
展
示
課
・
楠
井

隆
志
主
任
研
究
員
は
「
仮
面

は
一
般
の
人
に
も
親
し
み
や

す
い
素
材
。
実
際
に
か
ぶ
る
、

の
ぞ
く
な
ど
と
い
っ
た
体
験

型
の
展
示
が
で
き
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
、
来
年
以
降
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
常
設
展
示

の
目
玉
の
一
つ
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

宮
崎
県
西
都
市
の
高
見
乾
司

さ
ん
五
九
が
約
三
十
年
が
か
り

で
収
集
し
た

九
州
の
仮
面
九

十
点
を
九
州
国

立
博
物
館
（
福

岡

県

太

宰

府

市
）
が
購
入
、

二
〇
〇
九
年
に

も
常
設
展
示
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
六
日
、
分
か
っ

た
。
鎌
倉
時
代
か
ら

江
戸
時

代
末
期
に
か
け
て
の
古
い
仮
面

で
、
九
州
の
民
俗
を
探
る
上
で

貴
重
と
い
う
。
国
立
博
物
館
が

こ
れ
だ
け
多
く

の
仮
面
を
民
俗

資
料
と
し
て
購

入
し
、
収
蔵
す

る
例
は
ほ
か
に

な
く
、
常
設
展
示
の
「
呼
び
物
」

の
一
つ
と
し
て
お
披
露
目
す
る

予
定
だ
。 高見乾司さん

∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

台
湾
卸
と
直
接
取
引

福
岡
大
同
青
果

輸
出
拡
大
へ

柔
道
の
北
京
五
輪
代
表
お
よ
び
代
表
候
補
に
選
ば
れ
た
（
前

列
左
か
ら
）
女
子

㌔
級
の
谷
亮
子
、
同

㌔
級
の
中
村
美

里
、
同

㌔
級
の
佐
藤
愛
子
、
同

㌔
級
の
谷
本
歩
実
、
同

㌔
級
の
上
野
雅
恵
、
同

㌔
級
の
中
沢
さ
え
、
（
後
列
左

か
ら
）男
子

㌔
級
の
平
岡
拓
晃
、同

㌔
級
の
内
柴
正
人
、

同

㌔
級
の
金
丸
雄
介
、
同

㌔
級
の
小
野
卓
志
、
同

㌔

級
の
泉
浩
、
同
１
０
０
㌔
級
の
鈴
木
桂
治

６
日
、
福
岡
市
博
多
区
の
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ
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◇
主
催

全
日
本
柔
道
連
盟

◇
共
催

九
州
柔
道
協
会
、
西
日
本
新
聞
社

◇
主
管

福
岡
県
柔
道
協
会
、
福
岡
地
区
柔
道
協
会

◇
後
援

講
道
館
、
福
岡
県
、
福
岡
市
、
福
岡
県
教

育
委
員
会
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
、
テ
レ
ビ
西
日
本

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
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ａ

柔
道
の
北
京
五
輪
最
終
選

考
会
を
兼
ね
た
全
日
本
選
抜

体
重
別
選
手
権
最
終
日
は
六

日
、
福
岡
市
の
福
岡
国
際
セ

ン
タ
ー
で
男
女
７
階
級
が
あ

り
、
女
子

㌔
級
で
五
輪
３

連
覇
を
目
指
す
谷
亮
子
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
）
‖
福
岡
市
出

身
‖
が
、
決
勝
で
山
岸
絵
美

三
井
住
友
海
上

に
敗
れ
た

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

な
ど
か
ら
日
本
女
子
と
し
て

は
初
と
な
る
夏
季
五
輪
の
５

大
会
連
続
出
場
が
決
ま
っ

た

面
に
関
連
記
事

男
子
１
０
０
㌔
超
級
は
不

振
だ
っ
た
井
上
康
生
（
綜
合

警
備
保
障
）
‖
宮
崎
市
出
身

‖
が
制
し
た
。
こ
の
階
級
の

最
終
選
考
会
と
な
る
全
日
本

選
手
権
（
二
十
九
日
・
日
本

武
道
館
）
に
五
輪
出
場
を
懸

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
会
終
了
後
に
全
日
本
柔

道
連
盟
は
強
化
委
員
会
を
開

き
、
男
女
の
最
重
量
級
を
除

く
北
京
五
輪
代
表
（
出
場
枠

を
獲
得
し
て
い
な
い
階
級
は

代
表
候
補
）
を
決
め
た
。
女

子
は

㌔
級
の
谷
の
ほ
か
、

今
大
会
で
敗
れ
た
が
、

㌔

級
の
谷
本
歩
実
（
コ
マ
ツ
）
、

㌔
級
の
中
沢
さ
え
（
綜
合

警
備
保
障
）
が
選
ば
れ
た
。

男
子
は

㌔
級
の
金
丸
雄

介
（
了
徳
寺
学
園
職
）
。

㌔
級
は
五
輪
３
連
覇
中
の
野

村
忠
宏
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
は

落
選
し
、
優
勝
し
た
平
岡
拓

晃
（
了
徳
寺
学
園
職
）
が
代

表
候
補
に
決
ま
っ
た
。

㌔

級
は
ア
テ
ネ
五
輪
金
メ
ダ
ル

の
内
柴
正
人
（
旭
化
成
）
‖

熊
本
県
合
志
市
出
身
‖
が
代

表
候
補
と
な
っ
た
。
代
表
候

補
選
手
は
二
十
六
日
か
ら
の

ア
ジ
ア
選
手
権
（
韓
国
）
で

「
北
京
切
符
」
を
目
指
す
。

台
北
農
産
運
銷
股
份
有
限

公
司

台
北
市
で
唯
一
開
設

さ
れ
て
い
る
農
産
物
市
場
の

大
手
卸
会
社
。
１
９
７
４
年

設
立
。
資
本
金
２
億
台
湾
㌦

（
日
本
円
で
約
６
・
４
億
円
）

で
、
こ
の
う
ち

・

％
の

株
式
を
台
湾
と
台
北
市
が
半

分
ず
つ
保
有
す
る
。
年
間
売

上
高
約
８
５
０
億
円
。
取
扱

数
量
約

万
㌧
。
従
業
員
数

約
８
０
０
人
。
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

九
州
最
大
の
青
果
卸
・
福

岡
大
同
青
果
（
福
岡
市
）
は

七
日
、
台
湾
・
台
北
市
の
農

産
物
卸
会
社
の
台
北
農
産
運

銷
股
份

有
限
公
司
と
輸
出

入
の
取
引
契
約
を
結
ぶ
。
国

内
の
青
果
卸
が
、
直
接
海
外

の
同
業
社
と

輸
出
入
を
行

う
の
は
全
国
初
。
仲
介
業
者

を
通
さ
な
い
直
接
取
引
で
、

経
費
削
減
や
大
量
取
引
を
実

現
す
る
狙
い
。
産
地
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
卸
会
社
が
輸

出
入
を
手
掛
け
る
こ
と
で
、

農
産
物
輸
出
が
加
速
し
そ
う

だ
。両

社
社
長
が
同
日
、
福
岡

市
内
で
取
引
契
約
の
調
印
式

を
行
う
。
両
社
は
一
九
八
八

年
か
ら
、
研
修
で
人
材
交
流

す
る
な
ど
友
好
関
係
を
築
い

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

の
契
約
に
つ
な
が
っ
た
。

取
引
は
す
ぐ
に
始
め
、
輸

出
品
目
は
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、

長
芋
な
ど
。
輸
入
が
ゴ
ボ
ウ
、

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
。
年
間
の
取

引
規
模
は
調
整
中
。

福
岡
大
同
青
果
に
よ
る

と
、
卸
会
社
同
士
の
輸
出
入

は
大
規
模
取
引
や
、
業
者
手

数
料
が
不
要
に
な
る
な
ど
経

費
削
減
に
つ
な
が
る
。
台
湾

や
香
港
な
ど
ア
ジ
ア
向
け

は
、
こ
れ
ま
で
福
岡
大
同
青

果
が
入
場
す
る
福
岡
市
開
設

の
卸
売
市
場
で
、
仲
卸
業
者

な
ど
が
い
っ
た
ん
少
量
多
品

目
で
購
入
後
、
間
接
的
に
輸

出
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
。

台
湾
へ
の
輸
出
が
加
速
す

れ
ば
、
国
内
市
場
縮
小
で
売

れ
残
り
を
抱
え
る
生
産
者

は
、
新
た
な
販
売
先
を
確
保

で
き
る
。
卸
会
社
が
海
外
に

販
路
を
持
つ
こ
と
は
、
中
国

な
ど
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
拡
大

に
向
け
た
足
掛
か
り
に
な
る

と
み
ら
れ
る
。
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